
癌化学療法レジメン登録用紙

レジメン名
対象疾患 催吐リスク

軽度

a)　　投与薬剤名と投与量、投与方法

薬剤名 量 投与方法
初回
day１ ① 生食１００ｍL＋デカドロン６．６ｍｇ ３０分で点滴

② 生食※＋アブラキサン２６０ｍｇ/ｍ2 ３０分で点滴

③ 生食１００ｍL ３０分で点滴

④ 生食２５０ｍL＋注射用水４０mL◎＋ハーセプチン８ｍｇ/ｋｇ ９０分以上で点滴

⑤ 生食１００ｍL １５分で点滴

※ アブラキサン１バイアルあたり２０ｍｌで懸濁。残りの生食はすべてボトルから抜き取り、

必要量の懸濁液を空ボトルに注入し、点滴する。

２回目以降

day１ ① 生食１００ｍL＋デカドロン６．６ｍｇ ３０分で点滴

② 生食※＋アブラキサン２６０ｍｇ/ｍ2 ３０分で点滴

③ 生食１００ｍL ３０分で点滴

④ 生食２５０ｍL＋注射用水４０mL◎＋ハーセプチン６ｍｇ/ｋｇ ９０分以上で点滴※※

⑤ 生食１００ｍL １５分で点滴

※※ 初回の忍容性が良好なら、２回目以降は３０分投与可。

◎ ６０mgバイアル１Vあたり注射用水３．０mLで溶解

１５０mgバイアル１Vあたり注射用水７．２mLで溶解

ｂ)　　投与スケジュール

１コース２１日

Ｄａｙ 1 8 15 22

２コース目

間隔が1週間以上空いた時には８ｍｇ/ｋｇで再開（添付文書より）

１コース目

Her+nab-PTX
胃癌（ＨＥＲ２過剰発現）


